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 平成 24年 7月 2日 

報道関係各位 

職員間の交流をきっかけに！ 
被災者の復興への意欲を福生市が支援 

～福島県飯舘村住民手作り作品を「くるみる ふっさ」で販売！～
  

 7月 3日（火）より、東日本大震災被災者の復興への意欲を支援する取組みとして、福島県飯舘村

住民の手作り作品を、福生市観光案内所「まちなかおもてなしステーション くるみる ふっさ」（以下、

「くるみる ふっさ」）で展示・販売します。 

 
■きっかけは職員間の交流から 

 今回の取組みは、公務で知り合った福生市職員と飯舘村

職員が、以前からメールなどで交流を深めていたことがき

っかけです。震災後に、飯舘村職員と福島大学教授と一緒

に被災者宅を訪れた福生市職員が、話を聞く中で、復興に

向けた取り組みで一番必要なのは被災者の「生きる」意欲

を支援することだと感じました。その後、被災者たちが作

った手作り作品を売る場所はないかと相談を受け、今回の

取組みが実現しました。 

 
■内容 
 「くるみる ふっさ」にて、被災地を離れ、「みなし仮設

住宅」で生活をする住民の手作り作品（ザル、リメイクさ

れた衣服、布製の小物入れ等）の紹介スペースを設け、展

示・販売を行います。作品の売上は全て、飯舘村住民に送

られます。 

 
■今後の取組みについて 

 今後も福生市では、飯舘村住民を福生市に招き、手作り

作品制作講習会の実施や、飯舘村と福生市のコラボ商品を

製作するなど、飯舘村との職員同士及び住民同士の交流の

発展を可能な範囲で支援していく予定です。 

 
■問合せ 
福生市シティセールス推進課産業活性化グループ 電話 042-551-1699 


